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各論：基本目標実現のため，都

市計画をいかに定めてい

くべきかの方針を部門別

に整理 

   

４ 施策をすすめるにあたって  

  

  

  

施策推進にあたっての重点や姿

勢について 
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目的と位置付け 札幌市都市計画マスタープラン１

１－２ 位置付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
法律上の位置付け 
 

都市計画法第 18 条の２の規定による「市町村の都市計画に関する基本的な方針」

として定める。 
 

 

 

計画体系上の位置付け 

 

本市が定める「基本構想」及び「第４次長期総合計画」を上位計画とし，その都市

計画関連事項について，他の分野別計画等とも整合を保ちながら定める。 

また，北海道が定める「都市計画区域の整備，開発及び保全の方針」と整合したも

のとして定めることにより，都市計画の広域的一体性を確保する。 
 

１－１ 目的 

 

「札幌市都市計画マスタープラン」とは 

 

 

これからの札幌の都市づくりの一指針として，目指すべき都市の将来像を示すとと

もに，その実現に向けた基本的考え方を全市的観点から整理するもの。 

なお，この計画は，行政はもとより，市民・企業等，都市づくりの各主体にひらか

れ，共有されるものとして策定する。 

札幌市基本構想（平成10年2月議決）

第４次札幌市長期総合計画 
（平成 1２年４月スタート）

 
札幌市都市計画マスタープラン 

具体の都市計画 

上位計画 

都市づくりに 
関わる事項 

 
 

都
市
計
画
区
域
の
整
備
・
開
発 

 
 

及
び
保
全
の
方
針 

整合
連携

整合

その他の事業等，

地域まちづくり

他
の
分
野
別
計
画
な
ど 

連携

整合

ふまえる即する 

具体の都市計画
（広域的・根幹的）

即する 

北海道が定めるもの 札幌市が定めるもの 

都市計画マスタープラン策定の必要性について 

 

 

 
新たなまちづくりの目標の設定 

 

――第４次長総の策定 

都市を取り巻く状況の構造的な変化 

――人口増加の逓減
――少子高齢化の進展

など

市民意識や価値観の多様化 
 

――様々なライフスタイル 
――量から質へ 

など 

 
転換期における都市づくりの全市的指針を，市民にも

わかりやすく提示し，共有化することが必要 

まちづくりにおける各主体の役割の再編
 

――参加意識の高まり 
――地域単位の協働まちづくりの進展 

など 
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目的と位置付け 札幌市都市計画マスタープラン１

(2) 目標年次 
 

  長期総合計画にあわせ，概ね 20 年後の 2020 年（平成 32 年）とする。 

 

 

(3) 将来人口 
 

長期総合計画同様，目標年次における人口を２０５～２１０万人と想定する。 

ただし，具体の都市計画の決定等に際しては，必要に応じて適宜その時点での分析を行い，

適切な運用を行うものである。 
 

 

(4) 対象区域 
 

  本市の行政区域を対象とする。 

１－３ 計画の前提 

 

(1) まちづくりの基本理念 

 

 
第４次長期総合計画に示された本市のまちづくりの基本理念 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指すべき都市像 

 
北 方 圏 の 拠 点 都 市

 
新しい時代に対応した生活都市

(5) 市民意見の聴取等 

 
市民意見をふまえ，市民にも理解される計画とするため，策定にあたっては作業の段階

に応じて多様な取組みを行った。 
 

 素案作成前 内容の骨格 素案 決定 

公募市民によ

る勉強会 

    

策定過程の 

情報提供 

    

素案の公表と

意見聴取 

    

 

都市計画マスタープラン勉強会 

情報希望者の登録制度 

ＨＰ掲載 

素案の配布

まちづくりの基本方向と計画目標 
 
＜まちづくりの基本方向＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜６つの基本目標＞ 

市民一人ひとりの暮らしの充実と 
それを支えるまちづくり 

環境と調和した活力と創造性に 
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１

都市づくりの基本目標 札幌市都市計画マスタープラン２

４

２－１ これまでの都市づくり 

 
 

 

 

開拓当初から近年の急速な拡大・成長期に至るまで，つねに計画的に都市基盤を整備・拡大してきた都市 

（１） 開拓期の都市づくり 1869（明治 2）～1899（明治 32） 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 戦前の都市づくり 1899（明治 32）～1945（昭和 20） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

１９１６年（大正５年）の札幌の市街地 

 
 

 

１８９６年（明治２９年）の札幌の市街地 

【時代背景】 
・ 軍需による工・鉱業発展（1915：大 4 頃～） 

・ 北海道博覧会による好況（1918：大 7） 

・ 市制施行（1922：大 11） 

・ 人口全道一（1940：昭 15） 

 
 

【都市づくりの主要課題】 
  自治の萌芽と北海道の中心都市への成長を支える

基盤づくり 
 
【おもな取組み】 
  公共交通のはじまり 

→ 馬鉄，定山渓鉄道など 

旧都市計画法の適用と様々な都市基盤の整備 
    → 旧都市計画法の施行（1919：大 8） 

下水道計画着手（1926：大 15） 

都市計画区域の決定（1927：昭 2） 

市電運行（1927：昭 2） 

上水道営業開始（1937：昭 12） 

【時代背景】 
・開拓使の設置（1869：明 2） 

・道外からの移住 

 
【都市づくりの主要課題】 

  国による北海道開拓の拠点としての骨格

づくり 

 

【おもな取組み】 

 都心部の原型の形成 
   → 60 間四方の格子状街区 

衛星村落の形成 
  → 屯田兵村，山鼻村，月寒村など 

周辺都市間，村落間を結ぶ道路の形成 
  → 現在の国道５号，12 号，36 号など 

人口の推移 
 200 万 
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１

都市づくりの基本目標 札幌市都市計画マスタープラン２

５

２－１ これまでの都市づくり 

 
 

 

 

開拓当初から近年の急速な拡大・成長期に至るまで，つねに計画的に都市基盤を整備・拡大してきた都市 

（３） 戦後の都市づくり 1945（昭和 20）～1972（昭和 47） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 政令指定都市移行後 1972（昭和 47）～ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１９７５年（昭和５０年）の札幌の市街地 

【時代背景】 
・ オリンピック開催（1972：昭 47） 

・ 政令指定都市への移行（1972：昭 47） 

・ 人口増加の持続 

 

 
【都市づくりの主要課題】 
  市街地拡大の計画的コントロール 
 
【おもな取組み】 
  無秩序な市街地拡大の抑制 
    → 線引きの実施（1970：昭 45～） 

  良好な民間開発の誘導 
    → 札幌市宅地開発要綱（1973：昭 48～） 

札幌市住区整備基本計画（1973：昭 48～） 

札幌市東部地域開発基本計画（1974：昭 49～） 

 

 
 

 

１９５０年（昭和２５年）の札幌の市街地 

【時代背景】 
・本州大企業の中心市街地への進出（1950：昭 25 頃～) 

・急激な人口増加 

・ 周辺市町村との合併による市域の拡大 
  → 札幌村，篠路村など 

・ オリンピック招致決定（1966：昭 41） 

 
 

【都市づくりの主要課題】 
  急激な拡大に対応した各種の基盤整備 
 
【おもな取組み】 
  近郊における区画整理事業の積極的実施
    → 東札幌，伏見など 

  オリンピックを前にした骨格基盤整備 
    → 地下鉄南北線開通（1971：昭 46）  

人口の推移 
 200 万 

 

 

100 万 
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人口の推移 
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都市づくりの基本目標 札幌市都市計画マスタープラン２

６ 

２－２ 現況・動向と求められる対応 
 

(1) 都市の現況 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画的につくりあげてきた都市を，あらたな時代に向けて磨きあげていくことが必要 

(2) 注目すべき動向 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高い整備水準にある計画的大都市 

 

都市をとりまく状況の構造的な変化 

 

都市づくりが取り組むべき 

課題も質的に変化 

(3) 求められる対応 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界的にも有数の北方圏の大都市 

高い整備水準にある基礎的都市基盤 

ゆるやかになる人口増加と一層の少子高齢化 

経済・情報のグローバル化と地方分権 

都市づくりへの市民の関心の高まり 

地球環境問題の深刻化 

財政状況の制約 

人口が増加しつづけることを前

提としない都市づくり 

環境への負荷を抑え，維持管理コ

ストの小さい都市づくり 

様々な価値観にこたえうる都市づ

くり 

誰もが自立的に活動しやすい都

市づくり 

本市の個性を伸ばし魅力と活力

を高める都市づくり 

多様な主体のきめ細かな関わり

に支えられる都市づくり 

積雪寒冷地（年平均降雪量約５ｍ） 

明瞭な四季 

市域の１／２を占める森林 

人口規模は 182 万人（全国第５位） 

市域面積は 1,121ｋ㎡（全国第３位） 

 
 

都市計画道路改良率※は 85.9％ 

下水道普及率は 99.2％ 

上水道普及率は 99.8％ 

公園・緑地整備率は市民一人あたり 23.3 ㎡ 

地下鉄総延長は 48ｋｍ 

 

○ 日本の総人口は数年後には減少に転化 

○ 出生率の逓減 

○ 生活の質の向上に伴うエネルギー消費量の増加 

○ 都市的土地利用の進行に伴う緑の減少 

○ 更新期を迎える都市空間 

○ ＳＯＨＯ等あらたな就業形態 

○ 居住形態の多様化 

○ 市の予算総額は政令指定都市への移行後初の

前年比減 

○ ＩＴ革命 

○ 都市間競争時代 

○ 様々な施策・事業の決定権の国からの移譲 

価値観やライフスタイルの多様化 

○ NPO，まちづくり団体の活動の活発化 

急激な都市の拡大の終焉 

※ 改良…道路用地が計画決定どおりに確保されて，

自動車交通に供用開始されている状態 

（数値はいずれも H12 年度末時点） 
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都市づくりの基本目標 札幌市都市計画マスタープラン２

７

都市構造図 
 

 

 

 

 

 

（図のイメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 重点テーマ 
   ――とくに大切にすべき価値 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定テーマの例 

２－３ 都市づくりの基本目標 

 

(2) 重点テーマの実現を支える基本的枠組 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 目指すべき都市構造 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 都市づくりの基本姿勢 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外延的拡大の抑制を基調としたコンパクトな

市街地内に，都市の魅力と活力を高める拠点

を効果的に配置し，各々の機能を向上する。

ゆたかな都市生活の場の創出と都市個性の伸

長に向け，市街地内外における魅力あるオー

プンスペースを充実する。 

拠点の機能向上を支えることに加え，快適さ

やわかりやすさ，歩行者空間の創出などにも

配慮した交通体系を確立する。 

札幌が持つさまざまな資源や既存の都市基

盤を再生，活用することを重視する。 

地域の特性をふまえた地域単位のきめ細か

な取り組みを重視する。 

都市づくりの様々な担い手の協働による取

り組みを重視する。 

都市空間の質の向上に向けて，他分野との

連携を含む総合的な取り組みを重視する。

 
環境にやさしい暮ら

し方を促す都市形態

づくり 

 
北の大都市ならでは

の快適空間づくり 

 
身近な生活圏での機

能と魅力の充実 

 
多様な空間の創出に

よる選択肢の拡大 

各部門をつらぬき，具体の

施策展開に際して基調とすべ

き「札幌の都市計画の価値観」

を提示したい。 

 ただし，その内容や目次構

成上の提示位置については，

今後の議論を通じて検討して

いきたい。 

・屋内型公共空間の充実 

・冬に強い交通体系 

・戸建からＭＳまで 

・個性的な公園づくり 

・歩いて暮らせるまち 

・地域単位のまちづくり 

・まちなか居住の促進 

・公共交通機関の充実 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１

部門別の都市計画の方針 札幌市都市計画マスタープラン３

８

土地利用に係る主要な計画・施策の系譜 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－１ 土地利用 

市
街
地
の
構
造

多核心 

都市 

基礎的都市基盤整備が整いつつある中で，

都市の魅力の向上についても展望 

基盤整備の推進に向けて 
基本的計画論を提示 

基盤整備の一層の推進に向けた

計画論の具体化 
充足した基礎的都市基盤を前提に， 

都市の魅力の向上に向けた目標の明示

■ 多核心的都市形態への誘導 

（配置論の提示のみ） 
■ 多核心都市形態への対応 

（都心，副都心，他 11 拠点） 

■ 副都心，地域中心核への機能集積や魅力向上 

■ 高次な都市機能と魅力ある都心空間の創出 

 （都心，副都心，他 13 拠点） 

■ 札幌の魅力向上を先導する多様な拠点 

■ 魅力的で活力ある都心の整備 

（都心，副都心，高次都市機能拠点，他 16 拠点）

 高度 

利用 

■ 都市高速鉄道の整備に対応した

 土地の高度利用の促進 

■ 都心周辺および都市高速鉄道沿線等における 

 土地の高度利用の促進 
■ 都心周辺，都市高速鉄道沿線，拠点等に

 おける土地の高度利用の促進 
■ 都心３ｋｍ圏の土地の高度利用 

基本的な方向 
 

現況市街地を適切に維持・活用しながら，市街地を 

より魅力あるものとして誘導していくことが重要 

 

 

 

■ 市街地の範囲は原則として拡大しない 

■ 市街地内は，ゆるやかな土地利用の枠組を定め，これを守

りながら，各地区の地域特性に応じた再構築をすすめる 

 （特に拠点・都心） 

■ 市街地の外は，自然環境の保全を基本としつつ，市街地の

外としての特質をふまえた土地利用のあり方を検討する 

これまでの取組み 
 
■ 住区整備基本計画に基づく開発誘導などにより，計画的

な市街地の拡大整備を推進 
 
■ 異種用途を明確に分離し，各々を集積・純化することに

主眼をおいた土地利用誘導 

現況・動向・課題 
 

■ 市街地全体が更新期を迎えている 
 
■ 多様な価値観やライフスタイルを背景に，土地利用の形

態にも変化が現れてきている（まちなかへの居住回帰，

幹線道路沿道の土地利用形態の変化など） 

目次構成案 
 

3-1 土地利用 

 3-1-1 市街地の範囲 

 3-1-2 市街地の土地利用 

   (1) 土地利用の基本枠組 

   (2) 取組みの力点 

 3-1-3 市街地の外の土地利用 

  

現況市街地を適切に維持・活用しながら，市街地を

より魅力あるものとして誘導していくことが重要 

 ■ 住区を単位とした基礎的施設 
 の配置論 

地域 

単位 
■ 地域単位の段階構成に応じた基礎

的施設の配置論（地域，地区，住区）

■ 地域コミュニティ活動と関連付けられた

地域別計画の策定 

■ 地域単位の段階構成に応じた基礎

的施設の配置論（地域，地区，住区）

 ■ 緑に囲まれた市街地の形成 

（無秩序な市街地拡大の抑制） 

■ 外延的拡大の抑制を基調とした

 コンパクトな市街地の形成 
■ 将来市街地規模の画定 ■ 将来市街地規模の画定

市街地 

の範囲 

・当初線引き（1970） ・第１回見直し（1978） ・第２回見直し（1985） ・第３回見直し（1991） ・第４回見直し（1998） 施 策 

・８種用途地域の指定（1973） ・第１回見直し（1979） ・第２回見直し（1986） ・12 種用途地域の指定（1996） ・第３回見直し（1992） 

・住区整備基本計画（1973～：開発行為等の際の計画調整により道路，公園，学校の適正配置を図る）

・東部地域開発基本計画（1974～：民間宅地開発計画の内容の調整・誘導を図る） 

 

施 策 

 

1971（S46）長期総合計画 

1990 年想定人口 180 万人
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1976（S51）新長期総合計画 

1995 年想定人口 180～185 万人
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1988（S63）第３次長期総合計画 

2005 年想定人口 190～200 万人
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2000（H12）第４次長期総合計画 
2020 年想定人口 205～210 万人
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これまでの取組み 

■ 都市の拡大と交通需要の増加に対応し，積極的な交通基

盤整備を展開 

 

 現状・動向・課題 
 

■ 冬期間の交通機能の低下，局所的・一時的な交通渋滞等，

引き続き対処すべき課題が残っている 
 

■ 都市の魅力向上に向けた都市づくりの取組みを，交通の

面からも支えることが求められている 

 

基本的な方向 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

目次構成案 

 

3-2 交 通 

3-2-1 基本方針 

3-2-2 総合的な交通ネットワークの形成 

・公共交通 

・道路 

・広域交通 

交通に係る主要な計画・施策の系譜 

1988（S63）第３次長期総合計画 1971（S46）長期総合計画 2000（H12）第４次長期総合計画 

■骨格的交通基盤の整備 

 

1976（S51）新長期総合計画 

■交通基盤のさらなる整備拡充 

 

 

   

 
 

 
   

 ■交通基盤の整備拡充 

 ■居住の郊外化や自動車交通の増大がもた

らす都心集中型の交通問題への対応 

■交通需要マネジメント施策の展開と 
「人にやさしい交通対策」の実施 
 
 
 
■既存施設の有効活用方策 
 
 
 
■高度情報処理技術等による交通対策推進 
 

都市の急成長を支える 

骨格的都市基盤の整備 

都市規模の拡大に対応した 

都市基盤の整備拡充 
都市の成熟化に対応した交通政策の推進 新しい時代に対応した交通政策の展開 

■総合的な交通ネットワークの整備 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
  

 ■効率的な交通施設の活用と適切な 

 交通手段の選択 

 

 

 

 

■歩行者や環境を重視した都心交通の実現 

 

３－２ 交 通 

・既設地下鉄駅のエレベーターの整備推進
・パーク＆ライド駐車場整備の推進

・都心部交通実験プロジェクト 
・リバーシブルレーン

・公共交通機関の利便性向上 
・道路の有効利用 
・適切な自動車利用への誘導 

・都心交通ビジョン 

 今後は，都市の持続的な発展を目指し，さまざまな交通

課題に対応することをはじめ，高齢者社会への対応，環境

への負荷低減，拠点の育成・整備，魅力ある都心の整備等

を主要な観点として，総合的な交通体系の構築を目指す 
 

■公共交通機関を軸とした交通体系の確立

■適切な自動車交通の実現 

■広域的な公共交通ネットワークの充実 

・地下鉄南北線（北 24 条～真駒内：1971 開通）
・地下鉄東西線（琴似～白石：1976 開通） 
・地下鉄南北線（北 24 条～麻生：1978 開通）

・地下鉄東西線（白石～新さっぽろ：1982 開通）
・地下鉄東豊線（栄町～豊水すすきの：1988 開通）

・地下鉄東豊線（豊水すすきの～福住：1994 開通）
・地下鉄東西線（琴似～宮の沢：1999 開通） 

・公共交通ネットワークの構成 

・JR 函館本線鉄道高架化（1988 完了） ・JR 札沼線複線高架化（2000 完了） 

・１バイパス１環状５放射道路 ・１バイパス１環状５放射道路 ・２バイパス２環状 13 放射道路 ・２連携１環状１バイパス 11 放射道路

・公共交通情報システム 
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 ３－３ 緑 

 これまでの取組み 

■基本的な考え方を維持・継承しつつ，各種の施策・事業を展開・充実 

 現況・動向・課題 
 

■公園の整備水準は上昇しつづけているものの，市街地周辺や市街地内

のみどりは減少を続けている 

■郊外にくらべ，既成市街地は公園の整備水準が低くなっている 

■環境意識の高まりや都市魅力の向上の必要性などを背景に，みどりの

役割は一層大きくなっている 

 基本的な方向 
 

 

 

 

 

 

■市街地の内外における，みどりのネットワークの確立 

■多様な空間における魅力あるみどりの創出 

■市民との協働によるみどりの保全・創出 

 

 目次構成案 
 
 3-3 緑 

 

3-3-1 基本方針 

 

3-3-2 緑の配置の方針 

 

3-3-3 緑の充実に向けた取組みの方針 
 

 

 

 

緑に係る主要な計画・施策の系譜 

1982(S57) 札幌市緑の基本計画 1999(H11) 札幌市緑の基本計画（新） 

・風致地区制限の充実強化（風致保全方針，種別化） 

1973(S48) 札幌市緑化政策大綱 

■環状緑地構想 

・山地系，平地系の自然的土地利用を生かした整備 

1971(S46) 長期総合計画 1976(S51) 新長期総合計画 1988(S63) 第３次長期総合計画 2000(H12) 第４次長期総合計画 

■環状グリーンベルト構想 

  ・自然緑地の活用と新たな緑地の創出 

・緑化協議制度の充実強化（緑保全創出地域） 

1971 札幌市風致地区内建築物等規制条例 

1977 札幌市緑化推進条例 

2001 札幌市緑の保全と創出に関する条例

■公園緑地の適正配置と整備 ■魅力ある公園をふやす（質の向上と充実） 

■都市環境公園構想 

 

■道路緑化の推進と河川緑地の整備 

 
■街路樹植栽の推進 

 

■民間施設の緑化の推進 

  ・緑化協議制度 

 

■みどりを感じる街並みをつくる ■緑化協定を通じてまち全体を公園化 

 

■市民の緑づくり 

  ・緑の協定，緑化推進地区，緑のセンター 
■市民活動を応援する，みどりを学び広める ■市民に意識の高揚 

 

・緑化協議制度 

■道路緑化の推進と河川緑地の整備 

 

・都市公園 1000 箇所突破 ・都市公園 2000 箇所突破 

・公園リフレッシュ事業開始

・情報発信，計画・管理への参加 

・緑化重点地区，都心部緑化 

質的充実と市民との協働に

重点をおいた施策展開へ 

 
将来を見通し，緑化政策に係る

大きな枠組みを提示 
 

都市の拡大に対応した各種公園・緑地の量的整備 

環状グリーンベルト 
構想の推進 

公 園 ・ 緑 地
の 配 置

緑のネ ッ ト ワ ー ク
の 形 成

市 民 参 加 で
みどりを育てる

民 有 地
の 緑 化

都市づくりの様々な場面を通じて，市民等との協働に

よってみどりを一層充実させていくことが重要 

・児童公園 100 箇所作戦 

■公園，緑地網建設の推進 
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３－４ その他の都市施設等 

これまでの取り組み 

■ 都市の拡大と都市活動の多様化に対応し，適切な施設整

備を推進 

 現状・動向・課題 
 

■ 施設については，量的確保はほぼ達成されている 

■ 環境や循環といった観点から，施設の質的向上を図るこ

とが求められている 

■ 市民・企業・行政の環境保全意識の確立が求められている 

 

基本的な方向 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

目次構成案 

 

3-4 その他の都市施設等 

3-4-1 下水道 

3-4-2 河川 

3-4-3 ごみ処理施設 

1988（S63）第３次長期総合計画 1971（S46）長期総合計画 2000（H12）第４次長期総合計画 1976（S51）新長期総合計画 

都市の急激な拡大を見通した 

施設整備の推進 
積極的な施設整備の推進 

 施設の量的確保の達成と，適正な 

 維持管理・有効活用への取り組み 

多様な観点のもと，既存施設の質的向

上などの施策展開を推進 

３－４ その他の都市施設等 

環境や循環など多様な観点に配慮し，既存施設の再生・活

用を基本として質的向上を図るとともに，市民等との協働

により総合的な施策展開を進めることが重要 
 

■効率的・効果的な生活基盤施設の機能の確保 

■総合的な治水対策の推進及び良好な水環境の保全 

■環境低負荷型社会の構築及び資源循環都市の形成 

下 

水 

道 

河 

川 

ご
み
処
理
施
設 

■普及促進を最重点施策として推進 ■普及促進の継続的実施 

■浸水対策の推進 

■治水対策の推進 

 ・河川整備の推進 

 

■総合的な治水対策の推進 

・河川整備の推進 

 ・多目的遊水池建設の推進 

 ・河川情報システム整備の推進 

 ・親水性に配慮した河川整備の推進 

 

■治水対策の推進 
 ・河川整備の推進 
 
 

■総合的な治水対策の推進 

 ・河川整備の推進 

 ・雨水貯留施設整備の推進 

 ・河川情報システム改修の推進 

■うるおいのある河川環境整備の推進 

 ・自然性豊かな河川整備の推進 

 ・市民との協働による川づくりの推進 

■可燃性ごみの全量焼却に向けた清掃工場の

建設 

 

■ごみの減量化・資源化の積極的な推進 

 

■ごみの排出量に対応した清掃工場の整備及び

ごみ資源化工場の建設 

 

■ごみの減量化、資源化の推進 
 
■清掃工場の建設推進 

■ごみの発生抑制とリサイクルの推進 

 

■環境保全対策を主眼としたより高度な適正

処理の確保 

 

■普及促進，浸水対策，水質保全，雪対策の

継続的実施 
■施設の機能を維持する改築・再構築の推進 

■下水道施設・資源の有効活用 

■普及促進，浸水対策の継続的実施 

■公共用水域の水質保全の推進 

■雪対策の推進 


